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（日時）

１２月２２日（日）

※７時４０集合

（場所）

尾張旭市立西中学校

（試合の流れ）

Ａコート：Ａチーム戦

Ｂコート：一年生同士の試合

※各コート１セット

※対戦校以外の学校で審判

（試合順序）

①東中ｖｓ旭中

②東中ｖｓ西中

③西中ｖｓ旭中

※午前中に３回り、午後に２回

り行う予定

→それぞれ１０セット行う予定

※第１試合：８時４０分開始

（予定）

（順位決定の方法）

全ての試合（セット）の総合

①勝敗 ②得失点

原則、東中学校は２年生チー

ム・１年生チームと分けて行っ

ていきます。１年生にとっては

１月の１年生大会を前に、大事

な前哨戦になります。また、こ

れまでで一番試合をすることに

なるでしょう。

今後に向けて何

かをつかむ一日

にしましょう。

東 中 学 校

女子バレーボール部通信
ＮＯ、１９６号

１２月１８日（水）

常に意識して・・・
○必死につなぐ！

○バレーボールをみんなで楽しむ！

先週末に先生からみんなに出した課題です。

自分自身のプレー・取り組みにおいて課題を達

成することができたでしょうか。チーム全体と

して、課題解決に向けて一つになれていたでし

ょうか。結果だけを見ると、準決勝で水野中学

校に競り勝ち、秋の大会と同じ準優勝でした。

しかし、内容を見てみると寂しく感じてしまう

のは先生だけではないはずです。

●悪い流れを断ち切れない

→止められない連続失点

ミスした後の『逃げるプレー』

●簡単に点をあげてしまう

→要所要所でのサーブミス

コミュニケーション不足からのお見合い

今のチームの現状です。今回の結果（裏面参

照）を見ても分かるように、今のチームは競っ

た時には負けません。一方で、負けてしまう（セ

ットを落とす）ときは決まって大差です。あな

たたちは決して力がないわけではないのです。

ただコンスタントに力を発揮できない・安定し

た戦いをできないだけなのです。しかし、その

現状を打破しない限り、トーナメント戦を勝ち

抜き、頂点に立つことはできません。結果・現

象には必ず原因があります。いかに原因を早く

見つけ、解決していくかが今後の課題です。


